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２．当該技術の概要（1,000 字以内） 

ラクトフェリンは抗菌、免疫賦活、抗がん作用など様々な生理作用が報告されている多機能

性タンパク質である。我々は、腸溶化したラクトフェリンが脂質代謝改善作用、特にメタボリックシ

ンドロームの成因基盤である内臓脂肪蓄積を低減することをヒト介入試験により科学的に証明

し、本エビデンスに基づくラクトフェリン含有食品を 2007 年に上市している。 

当時、ラクトフェリンの脂質代謝改善機能に関する報告は少なく、ラクトフェリンの新たな有用

性とその作用機序を明らかにすることを目的に我々は研究を進めた。まず、動物においても、ラ

クトフェリンが内臓脂肪を低減することを確認すると共に、内臓脂肪低減機序として、脂肪細胞

にはラクトフェリンのレセプターであるLRP1が存在し、そのLRP1受容体を介して脂肪分解促進

作用を示すことを立証した。次に、メタボリックシンドローム関連疾患である脂肪肝及び動脈硬

化に対するラクトフェリンの効果も検討した。具体的には、東京大学加藤久典特任教授らとの共

同研究により、ラクトフェリンが遊離脂肪酸で誘導した非アルコール性脂肪肝モデル細胞の細

胞死を抑制すること、また、鹿児島大学谷本教授、川口准教授らとの共同研究により、ヒトと脂

質代謝機構が非常に近いブタを用いた検討を実施し、高コレステロール・高脂肪食誘導性の高

コレステロール血症及び動脈硬化症の発症を軽減することを明らかにした。さらに後者の作用

機序を東北大池田教授らと検討し、ラットにおいてラクトフェリンによる糞便中へのコレステロー

ル排出促進作用を確認している。 

このように、商品発売後も継続的に科学的エビデンスを取得し、論文発表や学会報告による

技術情報を発信することで製品育成を図り、2015年現在、延べ 145万人の方にご利用頂くまで
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に至った。これら成果が認められ、2014年に日本健康医療学会の「第 1回健康医療アワード」、

2015 年に日本プロテオーム学会の「研究開発功績賞」を受賞している。また、本年より施行され

た消費者庁の食品の「機能性表示食品」制度に届出を行い、「本品にはラクトフェリンが含まれ

るので、内臓脂肪を減らすのを助け、高めの BMI の改善に役立ちます」という表示にて届出番

号 A1 で受理された。この機能表示をきっかけとして、より多くのお客様の健康維持・増進に本

商品が貢献できるものと期待している。 
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